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＊ わたしたちの生活にどういった影響があるのか？
＊ 対策の効果はどのように表れるのだろうか？
＊ 緩和策の効果はどのように表れるのだろうか？

Climate Change
（気候変動）

IPCC AR6
WG1: 自然科学的根拠
WG2: 影響・適応・脆弱性
WG3: 気候変動の緩和



内容

• IPCC WG1 第6次評価報告書の紹介
➢ IPCC WG1 は、WG間のhandshakingをどのように考えているのか？
➢ いくつかのキーワード

○ 複数系統の証拠（multiple line of evidence）
○ 情報の蒸留（distillation of information）
○ 気候影響駆動要因（CIDs）
○ インタラクティブアトラス（Interactive Atlas）
○ 適応・緩和のセクター毎のファクトシート（Sectoral FS）

• まとめ
➢ Handshakingを今後どう実現させてゆけば良いのか？



IPCC WG1 AR6 Fig. 10.1

複数系統の証拠➔蒸留
ユーザに届けるには、2
段階の蒸留を経る

IPCC WG1 は複数系統の
証拠を蒸留することに
よって、ユーザが活用で
きる情報の作成を試みる。

IPCC WG1 AR6 Figure 10.1:
地域気候情報（青）とユーザが活用
できる情報（茶色）を構築するプロ
セスのダイアグラム。

複数系統の
証拠

気候情報

ユーザが求め
る気候情報

不確実性の評価をし
つつ知見をまとめる

ユーザと共同で気候
情報を作成する

CIDs

蒸留

蒸留



IPCC WG1 AR6 Fig. TS.22 
panel A

IPCC は 33の気候影響駆
動要因（ CIDs）を評価
し、世界を5つのカテゴ
リーに分けた。

ここに示されているよう
に、主に“水の循環”に関
わる要素で世界は分割さ
れる。

地域 ①・② はより乾燥
化するが、
地域 ③・④・⑤ はより
湿潤化する。

① ②

③ ④ ⑤

気候変動駆動要因
（CIDs）

乾燥化する

湿潤化する



IPCC WG1 AR6 Figure Atlas 8:
Interactive Atlasで双方向的に描け
る図の紹介

IPCC WG1には、双方向
的に図を描くサイト「イ
ンターラクティブアトラ
ス」が準備されている。

注意！ 現在メンテナンス
中でアクセスできません。
12/1から再アクセス可能
になるので試してみてくだ
さい。

https://www.ipcc.ch/report/ar6/wg1/
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そして、WG1の第12章では, このCIDs を通して、WG1とWG2を関係づけている。

インパクトとリス
クの関連の強さ

髙い 漁業と養殖のセクターでは、沿岸と海洋の多くのCIDs
が”高い“インパクトにカウントされている。

WG1 CIDs

WG2 
Ch.5



IPCC WG1 は適
応・緩和の各
セクターに応じ
て、CIDsの情報
をまとめなおし
たファクトシー
トを作成・公開
している。

海洋生態系
漁業と養殖

水位上昇

海洋熱波 海洋酸性化

北極海域の
氷の融解



IPCC WG1 AR6 FAQ 10.1 Fig. 1

理想的には、あまたの利害
関係者が情報の蒸留に参加
することが歓迎される。

IPCC WG1 AR6 FAQ10.1, Fig. 1: 

Climate information for decision makers 
is more useful if the physical and 
cultural diversity across the world is 
considered.

複数系統の
証拠

あまたの利害
関係者

蒸留のプロ
セス



まとめ

• 気候研究者とステークホールダーのhandshakeは強く推奨されている
• 国際的に、ユーザが使いやすい温暖化予測情報の提供が期待されている。
• 国内的にもこの事情は変わらない。
• 時に、ユーザの求める情報は多様すぎることがある。
• そのため、ユーザの使いやすい情報を考える際に困難をきたす。
• 学際的な協働がこの分野では望まれている。


